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仕方が ありません けど。 シ 口へ 行 くんです。 あすこの 

料理 はとても しっかりして ゐ ると 聞いた ものです から _ 

あなた はいつ も 夜会に 私 を 招待して 下さる から、 今夜 

は 私 も 御礼に …… ありがたい。 風 を ひくと いけません 

よ。 私の カラ ー なんか 見ち やい けません ね。 どこか 間 

違った 服装 をして ゐれ ば、 それ はもう セ レストの 奴が 

した 業に 違 ひな いんです。 あいつと きたら、 きまって 

私に 恥 を かかせよ うとす るんだ から。 あ。 いいえ、 タ 

キシ はお 呼びに ならな く ともよろ しいんです。 ちゃん 

と 私の が 下に 待って る 害なん ですから。 足の 冷めた さ 

は 御 心配な さらな くと もい いんです よ。 車の 中に ちゃ 



んと 毛皮 を 用意して おきました から。 …… いや、 まつ 

たく。 こんな 妙な 服装 をした 男と 外出な さるの は、 あ 

なた の 恥 かも 知れない な …… 

私達 は 真暗な 人通りない 巴 里 を 走って、 またたく う 

ちに シ 口へ つきました。 

—— 君。 と、 プル ウス トは 支配人に 言 ふので す。 夫 

人の ために 一 番 いい 席 を こしら へて 下さいません か。 

出来の いい シャンパン をす ぐ 冷やして …… いえ、 いえ、 

ぜひ こいつ を 飲んで 頂か なきや。 今晩は 私を悦 ばす た 

めに ぜひ これ を 飲んで 頂きた いんです …… それから 白 

葡萄酒に ヒ ラメの 鰭 肉 を 落して。 それから (プル ウス 



トの 招待客 はしょつ ちう 同じ 献立 を 食 はされ るので す _ 

彼の 健康に 順って 多少の 変化 はあり ますが、 客人の 

健康に 順って 変化され た 例はありません) え。 私の 食 

ベ もの？ 私 は 何も いらない。 あ。 さう だ。 水 を 飲ま 

う。 それから、 珈琲 も 飲まう かな。 もし 許して 頂ける 

なら、 珈琲 を 何 杯 も 何 杯 も 飲みたい な。 

そこで 私達 は 席に つきました。 

—— お 願 ひです から、 袖口に セ— タ— がの ぞいて 見 

えても、 お 気に とめないで 下さいよ。 みんな セ レスト 

の 奴が 行きと どかない せゐ なんです。 

暫くして、 突然 彼 は 立 上って、 支配人の ところへ 出 



ん です。 私と 同席して ゐ ると いふので。 

私の 視線 は 彼の 視線 を 追 ふて、 私のお 友達の 伊太利 

の 大使 を 見出しました。 ですから 私 はすぐ さま 彼等の 

ところへ 歩みより ました。 

—— メヂシ 侯爵で は ございま せんか。 マルセル -プ 

ルゥ スト を 御 紹介 申します。 

プル ゥ ストの 顔 は 明るくな りました。 

—— 私 はまた、 あなたが 夫人 を 誤解して ゐ らっしゃ 

る、 でなければ、 夫人 を 誰か 他の 人と 間違へ て ゐらっ 

しゃる、 と 思った のです。 …… 私 は あなたと お近づき 

になれ て、 とても 嬉し いんです。 私 はとても 伊太利が 



せらる るに より、 俄に 思 ひ 立って ござる」 この あと は 

いつも 話が きまって ゐて、 大名に お 目 見得 致します と 

芸が あらば 抱へ よう、 致して みよと いふ わけで、 東国 

方の 旅人 は あるひ は 相撲が 得手 だと か、 人 を 馬に する 

術 を 心得て ゐ るなん ぞと 言 つた あげくが 失敗 して、 や 

る ま ぃぞ /\ と 追 はれる ことになる わけであります。 

若い 時に 旅 をせ ねば、 老いて 物語がない とい ふ、 勿 

論 さきほどの 十三の 娘の 等身の 薬師 仏 をつ くり、 それ 

に 祈って まで あまたの 物語が 見たい とい ふ、 その物 語 

とは異 り、 単に 話の種と いふ ほどの 意味で ありませ う 

が、 皆 人の 仰せら るるに は、 若い 時に 旅 をせ ねば、 老 



作 中 人物 も 亦、 恋すれば 泣き、 別れて は 泣き、 嫉妬し 

て は 泣き、 嫉妬の 言 ひ 訳 をしながら も 泣き、 むやみ や 

たらに 泣きす ぎて 却つ てが さ つ で すら ある ほどで ぁリ 

ま ^9 

ところで この 原本 は、 後光厳 院の 宸翰と して 今日 伝 

へられて ゐる ものが、 最も 古い 写本 だとの ことなので 

す。 後光厳 院と 申せば 北朝の 天子です が、 殺伐な 時代 

の、 決して 御 満足で あらせられ たと は 思 はれない 日々、 

手写す る ほど もこの やうな 物語 を 愛された 高貴な 人の 

手 を 思 ひ、 人の いのちに 宿る 物語の なぜか 遥かな 悲し 

さに、 しばらく 感嘅を 禁じ 得ませんでした。 
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